
2008年 (平成20年)5月29日
.(木

) 前
1 22

口

轟
＃
搬
極
縮
枠

い
ま
い
大
阪
駅
前
第
１
ビ

ル
ーー
階
の
オ
フ
ィ
ス
の
小
会

議
室
で
、
後
期
高
齢
者
予
備

軍
４
人
が
、
明
治
１４

（
‐１
８

８
１
）
年
の
古
地
図
の
コ
ピ

―
を
前
に

、
当
時
を
語

つ
て

い
る
。
取
材
目
的
の
私
以
外

の
３
人
は
学
縁
で
つ
な
が

っ

て
お
り
、
時
々
歴
史
談
議
に

花

を
咲
か

せ

て

い
る

と

い

う
。
今
日
地
図
を
持
ち
込
ま

れ
た
の
は
、
堂
島
川
に
か
か

る
渡
辺
橋
に
縁
が
深
い
と
言

い
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
渡
邊

新
右
衛
門
１７
代
目
の
お
い
に

当

た
る
浦
谷

伯

さ

ん
。
地

図
の
ほ
か
、
渡
邊
家
の
関
係

資
料
や
大
阪
駅
停
車
場
付
近

の
写
真

な
ど

も
持

ち
込

ま

れ
、
４
人
は
瞬
時
に
タ
イ
ム

ス
リ

ッ
プ
し
て
し
ま

っ
た
。

明
治
７
年
に
大
阪
に
鉄
道

が
開
通
し
、
西
成
郡
曽
根
崎

村
天
童
に
初
代
大
阪
駅
が
で

き
た
。
こ
の
北
部
に
あ
た
る

北
野
村
、
仁
村
は
江
戸
時
代
、

田
ん
ぼ
と
沼
地
ば
か
り
で
あ

っ
た
が
、
人
口
増
加
と
と
も

に
埋
め
立
て
ら
れ
た
。

「埋

め
田
」
転
じ
て

「梅
田
」
に

な

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の

も
、
う
な
ず
け
る
。

こ
の
大
阪
駅
の
停
車
場
に

直
結
し
て
い
た
の
が
渡
辺
橋

で
、
北

に
進

む
と

蜆

川

に

架
か
る
桜
橋
が
あ
り
、
そ
こ

を
更
に
進
む
と
停
車
場
前
広

場
に
出
る
。
今
の
四
つ
橋
筋

が
メ
ー
ン
だ

っ
た
よ
う
だ
。

渡
辺
橋
の
東
側
は
、
今
は
立

派
な
大
江
橋
に
変
わ

っ
て
い

る
が

、
当
時
は
お
初
天
神
の

露
天
神
社
に
細
々
と
つ
な
が

る
小
道
で
あ

っ
た
。
御
堂
筋

の
兆
し
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
近
代
化

の
礎
に
な
ち
た
の
が
、
江
戸

時
代
の
蜆
川
で
あ
る
。
蜆
川

は
堂
島
川
の
支
流
と
し
て
絹

笠
町
か
ら
堂
島
川
に
並
行
し

て
福
島
村
方
面
に
流
れ
て
お

り
、
沿
岸
に
堂
島
新
地
、
曽

根
崎
新
地
を
抱
え
て
、
水
運

に
よ
る
商
売
の
発
展
と
風
情

の
あ
る
庶
民
文
化
の
メ
ッ
カ

で
あ

っ
た
。
そ
し
て
近
松
の

「心
中
天
の
網
島
」
の
名
残

の
橋
づ
く
し
を
生
み
、

「曽

津
」
が
あ
り

、
武
士
団

「渡

辺
党
」
は
こ
こ
を
水
路
と
陸

路
の
要
路
と
し
て
活
動
拠
点

に
し
て
い
た
と
い
う
ゃ

渡
邊
家
で
は
ゃ

「
う
ち
の

先
祖
は
水
運
に
縁
の
深
い

一

族
ら
し
い
」
と
い
う
う
わ
さ

が
伝
わ

っ
て
い
る
と
い
う
。

文
献
が
残

っ
て
い
な
い
の
で

思
い
が
広
が
る
ば
か
り
で
あ

る
が
、
南
北
朝
時
代
、
楠
正

成
よ
り
短
刀
を
拝
受
し
た
ほ

ど
の
功
労
者
で
、
渡
邊
新
右

根
崎
心
中
」
の
蜆
川
新
地
か

衛
門
を
世
襲
し
て
１８
代
目
に

ら
の
道
行
き
道
中
の
舞
台
に

な
る

「渡
邊
家
」
は

、
普
も

な

っ
た
。
現
在
の
新
地
本
通

今
も
大
阪
の
有
力
者
で
あ
る

り
は
当
時
、
蜆
川
で
あ

っ
た
０

こ
と
に
間
違
い
な
い
Ｐ

大
阪
駅
停
車
場
へ
の
要
路

　

今
年
１０
月
１９
日
に
は
、
京

を
担
う
渡
辺
橋
に
か
か
わ

っ
　
阪
電
鉄
中
之
島
線
が

・、
渡
邊

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
渡
邊

の
津
付
近
の
天
満
橋
駅
か
ら

新
右
衛
門
。
渡
邊
家
が
現
有

中
之
島
駅
ま
で
走
る
予
定
で

す
る
駅
前
の
土
地
の
広
さ
か

あ
る
。
地
下
鉄
の
渡
辺
橋
駅

ら
み
て

、
当
時
屈
指
の
大
有

・
と
大
江
橋
駅
、
な
に
わ
橋
駅

力
者
で
あ

っ
た
に
違
い
な

が
誕
生
し
た
暁
に
は

、
中
之

い
。

一
方
、
中
之
島
図
書
館

島
線
が
四
つ
橋
筋
と
御
堂

古
典
籍
室
の
調
べ
で
は
、
豊

筋
、
堺
筋
線
を
横
串
に
し
て
、

臣
氏
以
前
、
現
在
の
天
満
橋

大
阪
の
街
の
中
心
ゾ
ー
ン
に

と
天
神
橋
付
近
に

「渡
辺
の

な
り
そ
う
だ
。

近
代
発
展
す
る
大
阪
の
息

‐
吹

西
側
の
田
蓑
橋
の
手
前
に
は

運
河
入
り
口
が
あ
り
、
蜆
川

に
架
か
る
出
入
橋
を
く
ぐ
る

と
停
車
場
西
側
の
船
着
き
場

に
つ
く
。

近
代
都
市

へ
発
展
す
る
大

阪
の
患
吹
が
、
そ
れ
と
な
く

億

．

渡

辺

橋

と

大

阪

駅

停

車

場

絵

。
文
　
熱
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喜


